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１．はじめに 

鹿児島県では、企業の「稼ぐ力」の向上に向けて、事業者のニーズの掘り起こしから事業化・販路拡

大までの各段階に応じた支援を行う「新産業創出ネットワーク事業」を実施しています。この一環とし

て、昨年度から、ＩＴの活用により鹿児島県の地域課題の解決を図るイベント「アイデアソン・ハッカ

ソン」を開催し、新しいアイデアを基盤とした新産業の創出に取り組んでいます。 

このたび、参加者が単に自分たちの技術を競いあうのではなく、「鹿児島県の観光」に関する様々な

課題に対して、デジタル技術を活用し、これまでにないアイデア（サービス・商品・解決方法）を考え

出すことを目的として、「鹿児島観光ハッカソン」を開催しました。 

参加者はエンジニアだけでなく、ビジネス企画を考えるプランナーや、営業戦略を考えるマーケタ

ー、ユーザーが使いやすいデザインを考えるデザイナー、地元の学生などが全国から集まり、様々なス

キルを持ったメンバーでアイデアを考え抜きました。その結果について報告します。 

 （写真① 開催の様子） 

 

 ※ハッカソンって何？ 

   ハッカソンとは、ハック（Hack）とマラソン（Marathon）を掛け合わせて作られた造語です。ＩＴ

エンジニアやデザイナーなどが集まってチームを作り、特定のテーマに対してそれぞれが意見やア

イデアを出し合い、決められた期間内で製品やサービス等の試作品を作り上げるイベントです。その

開発の際にはマラソンのように数時間から数日間といった時間、プログラミングに没頭することか

らマラソンに例えられています。 

 

２．開催概要 

（１）概要 

主催：鹿児島県 



受託事業者：(公財)かごしま産業支援センター 

後援：（一社）鹿児島県情報サービス産業協会、ＮＰＯ法人鹿児島県インファーメーション、 

鹿児島大学南九州・南西諸島域イノベーションセンター、（公社）鹿児島県観光連盟 

協力：出水市、薩摩川内市、湧水町 

企画・運営：株式会社ウフル 

参加者：18 名（※1名は途中棄権） 

（２）日程 

令和４年 11 月 12 日（土）～11 月 19 日（土） 

・フィールドワーク ：11 月 12 日（土）  9:00～18:00 

・アイデアソン   ：11 月 13 日（日） 10:00～18:00 

・ハッカソン     ：11 月 14 日（月）～11 月 18 日（金）各チームオンライン開催 

・成果発表会     ：11 月 19 日（土） 15:00～17:30 

 

（３）主な流れ 

①フィールドワーク（事前課題インプット） 

実際に課題がありそうな現場を直接参加者に見ていただき（フィールドワーク）、課題の発掘を行

います。今回は、出水市、薩摩川内市、湧水町の３市町を訪問し課題の深堀を行いました。 

 ②アイデアソン（課題分析・解決アイデア出し） 

各地の観光に関する課題説明を聞いて、課題の整理と解決するためのアイデア出しをプランナー、

エンジニア等が一緒にディスカッションを行います。 

③ハッカソン（プロトタイプ作成・プレゼン準備） 

エンジニアを中心にアイデアソンで出たアイデアを実現するためのデモアプリを作成します。プ

ランナーは最終成果発表のプレゼンの準備を行います。 

 ④成果発表 

解決する課題とアイデアとデモの説明を行い、審査員による採点を行います。採点結果から優勝、

準優勝、特別賞を決め表彰を行います。 

 

（４）参加者 

①Ａチーム「ツルでバ鶴」（出水市課題解決） 

  （写真② Ａチーム） 



   

  ・域内交通手段の情報提供、アナログな管理手法の課題を持つ「出水市」の観光課題解決に挑むのは

チームＡ「ツルでバ鶴」チームです。 

  ・出水市はラムサール条約に登録されている湿地や、鶴の越冬地、日本最大級の武家屋敷を擁してい

ますが、その一つ一つがシームレスにつながっていないこと、域内での観光客の移動について課題

に感じていました。 

  ・チームＡは鹿児島県内から４名、県外から２名の参加。大手・地元システム会社社員や、公的団体

の職員で編成されており、他のチームと比べても開発ができる人が多いチーム構成となっていま

す。 

 

②Ｂチーム「ちゃいっぺこしき」（薩摩川内市課題解決） 

  （写真③ Ｂチーム） 

   

 

  ・厳しい自然環境と豊かな観光資源を持つ甑島（こしきじま）がある「薩摩川内市」の観光課題解決

に挑むのはチームＢ「ちゃいっぺこしき」チームです。 

  ・薩摩川内市の甑島は川内港から高速船で約１時間強と、身近に行ける離島でありながら、多くの観

光資源を持ち、釣りやマリンスポーツ、登山やマラソンをする観光客が多く訪れます。一方で、冬



の海が荒れることなどでフェリーが欠航するなどもあり、観光客が冬場に大きく落ち込むことを

課題に感じていました。 

  ・チームＢは鹿児島県内から３名、県外から２名の参加。薩摩川内市の観光課とは違う部署の職員、

システムエンジニア・プランナー、学生と、参加者は年齢も業種もばらばらですが、バランスよく

様々なことができる人たちで構成されたチームとなっています。 

 

③Ｃチーム「湧く湧く湧水」（湧水町課題解決） 

  （写真④ Ｃチーム） 

   

  ・日本名水にも選ばれている丸池湧水など、豊富な自然観光地を擁する「湧水町」の観光課題解決に

挑むのはチームＣ「湧く湧く湧水」チームです。 

  ・湧水町は鹿児島空港から車で約 30 分、まわりを霧島市や伊佐市などに囲まれ、多くの観光客の通

過点となっていること、湧水町に宿泊してもらえないことで観光収入が低くなってしまうことを

課題に感じていました。 

・チームＣは鹿児島県内から４名、県外から２名の参加。デザイナーが３名、エンジニアに地元自治

体職員、地元に U ターンしたい若者と個性的な構成となっており、なかでもデザイナーが多いた

めデザイン性が高い提案が期待できるチームとなっています。 

 

（４）募集 

 ①募集期間 

  令和４年 10 月 6 日から 11 月 10 日まで 

 ②募集方法 

  ・エンジニアが多く活用する外部サイト「connpass」を利用 

  ・鹿児島県、鹿児島県産業支援センター等のホームページやメールマガジンでの周知 

  ・各種 SNS での動画拡散 

  ・口コミや地域おこし協力隊のコミュニティへの通達 



  ・事前に YouTube での動画チャンネルの解説 

  （参考画像① connpass での募集の様子） 

   

  （参考画像② YouTube 鹿児島観光ハッカソンチャンネル） 

 



 

 

（参考画像③ SNS での動画告知（再生回数は 500 回以上を記録）） 

 

③チラシ制作 

  ・鹿児島観光ハッカソンのテーマにふさわしいデザインをウフルにおいて制作し、募集チラシとし

て活用。 

  ・特に、課題解決という後ろ向きではなく、新しいサービスや商品を生み出す前向きさをＰＲしたデ

ザインとして選定。 

  （参考画像④ 鹿児島観光ハッカソンチラシ） 

   

 

３．フィールドワーク 

（１）チームＡ（出水市） 



  ・当初、出水市からは、出水市内にある観光地がばらばらで、交通アクセスが悪く、観光客の満足度

が低い原因となっている課題を解決したい意向であった。 

・チームＡが出水市をフィールドワーク。主に「クレインパーク」、「ツル観察センター」、「日本一の

大鈴」、「出水麓歴史館」を訪問。 

・フィールドワークの結果、出水市にあるたくさんの“日本一”について知らない参加者も多く、観

光資源の周知や広報にも課題があるのではという考察に至り、喫緊の出水市の課題は情報発信を

改善することではないかと意見を整理した。 

（写真⑤ 日本一の八幡大鈴） 

  

 

（２）チームＢ（薩摩川内市） 

  ・当初、薩摩川内市からは甑島の冬の観光客の少なさや、島に渡ったあとの交通手段が限定されてし

まい、せっかく来てくれている観光客に十分に楽しんでもらえていないのではないか、という課題

を解決したい意向であった。 

・チームＢが薩摩川内市をフィールドワーク。時間の関係で甑島にわたることができなかったが、フ

ェリー乗り場周辺の「甲冑工房」、「柳山アグリランド」、「国際交流センター」を訪問。また、チー

ム員が別途本イベント開催日まえに甑島を訪問し、現地のフィールドワークを別途実施。 

・甑島の抱える観光課題について、そもそも甑島の認知度が県外からは高くないことや、宿泊施設や

アクティビティの予約が全てバラバラであること、また冬にフェリーが不定期欠航しており、冬は

欠航するという強いイメージが観光の足を止めてしまっている可能性に着目した。 

（写真⑥ 甲冑工房） 

 



（３）チームＣ（湧水町） 

  ・当初、湧水町からは、町内の宿泊施設の少なさ、収容人数の少なさから、せっかく観光客が湧水町

を訪れてくれても、町に落ちるお金が少ないのではないか、周辺の観光地に取られているのではな

いかという課題が提案された。 

・チームＣが湧水町をフィールドワーク。町内の宿泊施設、キャンプ場として使えそうな遊休地、

「丸池湧水」を訪問。またチーム員がハッカソン開催期間中に湧水町で野外キャンプを行い実際の

宿泊のしやすさや町の魅力について深堀。 

・宿泊施設も新型コロナウイルスの影響によって営業に大変苦労していることもわかり、単純に宿

泊施設を増やすことが解決案ではないとチームＣは考察し、アイデアの構築に入った。 

（写真⑦ 宿泊施設横の貯水池） 

 

 

４．ハッカソン 

（１）期間 

  令和４年 11 月 14 日（火）～11 月 18 日（土） 

 （２）概要 

  ・各チームとも、ビジネスチャットツール“Slack”でコミュニケーションをとりながら、遠隔で開

発に着手。期間中“Slack”での総ファイルやり取り数は 171 ファイル、メッセージは 1,015 件と

5 日間をフルに活用しすべてのチームがアイデアの制作にあたった。 

  ・また“Zoom”などを活用したウェブ会議が全てのチームで行われており、様々なツールを駆使して

コミュニケーションを実施。 

  （参考画像⑤ “Slack”でのコミュニケーションの様子） 

 

 （参考画像⑥ Zoom での打ち合わせの様子） 



 

（３）メンタリング 

  ・オンラインサポーターとして、ジョイゾー株式会社の大竹氏、株式会社オノゴロの武居氏にボラン

ティアで参加いただき、Kintone などの SaaS サービスの支援及びシステム構築におけるプロジェ

クト構築の支援をいただいた。 

  ・具体的に複数回の相談が両メンターになされ、多くのヒントを得ることができた。 

  （参考画像⑦ メンター紹介） 

 

 

５．成果発表会 

（１）期日 

  令和４年 11 月 19 日（土）15:00～17:30 

 （２）タイムスケジュール 

  ・15:00 成果発表会開始 

  ・16:10 審査 

  ・16:40 結果発表 

  ・17:30 閉会 

（３）審査員 

・（一社）鹿児島県情報サービス産業協会 久永忠範 会長 

・鹿児島大学 南九州・南西諸島域イノベーションセンター 井立田剛（特任専門員） 

・（公社）鹿児島県観光連盟 倉野満 専務理事  

・（公財）かごしま産業支援センター 木場信人 理事長 

（４）審査基準 



 

（５）発表内容 

  ①チームＡ 

   ・出水市から提起された課題について、観光客の多くがツアーバスか自家用車できている現状を

踏まえて、交通手段の案内が少ないことなどについては大きな課題として採用せず、住民が当た

り前と思っていることが、実は県外の方から見ると魅力的な観光資源であるといった点に気づ

き、情報発信の見直しで観光客そのものを増やすシステムを主体とした提案を行った。 

   ・具体的には AI チャットボットベースのコミュニケーションツル「ツルのひと声」システムを構

築し、観光客の疑問や要望に応え、裏側では観光データを収集するシステムを提案。 

   ・「ツルのひと声」システムは AIチャットボットのシステムに加え、出水市の職員に直接相談がで

きる機能も実装しており、複雑な質問に対しては出水市商工観光課の担当職員と会話できる。 

   ・さらに本システムのログをビッグデータとして活用することが可能であり、昨今話題となって

いるＥＢＰＭ（エビデンス・ベースト・ポリシー・メイキング。証拠に基づく政策立案）に活用

することが期待できる。 

   ・ただし、観光客をただ増やすだけの提案だと、オーバーツーリズムや治安の悪化、環境の破壊な

ど新たな課題も発生する可能性がある。そこで、本提案はあくまで地域の住民にも嬉しい提案と

なることを念頭に、出水市が力を入れている「農泊」などの活動とうまく連動させて出水市のフ

ァンを徐々に増やしていく提案とした。 

  （参考画像⑧ 発表資料表紙） 

 

  （参考画像⑨ ツルのひと声） 



 

 

②チームＢ 

   ・薩摩川内市から提起された課題は、甑島の閑散期である冬季の観光客誘致や、島内での交通に難

があることであり、チームＢでは観光客の量や満足度などをウェブサービスを活用して改善す

る提案とした。 

   ・具体的に、まずは甑島の魅力を再度見直し、「甑島の魅力・文化を保ってきた島民の笑顔、挨拶、

会話が観光資源である」として定義した。その観光資源と、甑島が抱える自然環境など特有の状

況をまとめ、「こしき宣言」として観光客へＰＲしていくことを提案。 

   ・さらに、島内の宿泊、アクティビティを一括して予約できるウェブサイトのプロトタイプを構築

し、観光客が事前に島内の観光を楽しめるシステムを提案。実際に福岡から甑島に行くモデルを

プレゼンテーションで披露した。また船が欠航した場合には、次回の甑島旅行で使える割引クー

ポンを発行する仕組みを兼ね備えており、欠航を怖がらずに観光客が予約できるシステムとし

ている。 

   ・本ウェブサイトはレンタカーの在庫オペレーションはもちろん、閑散期の需要喚起、冬のフェリ

ー欠航確率（コシキアイランドブルー指数）も視覚的にわかるデザインを導入し、より観光客が

安心して甑島を訪れる工夫が見られた。 

   （参考画像⑩ こしき宣言） 

 

  （参考画像⑪ コシキアイランドブルー指数） 



 

 

③チームＣ 

   ・湧水町から提起された課題は、湧水町の宿泊施設が多くはないこと、周辺自治体へ宿泊客を吸収

されている課題についてであり、チームＣとしては宿泊施設を増やすことではなく、湧水町へ訪

問・通過する際に観光する人、キャンプをしにくる人を増やすなど、湧水町に“とまる”観光客

を増やすことを提案。 

   ・具体的に、サービスコンセプトを「とまるーん」とし、湧水町にある空き地、観光地、体験型イ

ベントを観光客やキャンパーとつなげるシステムを提案。予約、決裁、チェックイン、チェック

アウトの一切をオンライン上で完結できるシステムをプロトタイピングした。 

   ・さらに、湧水町にすでにある観光資源を活用した体験型イベントを提案し、観光客が“とまる”

理由をいくつも用意していくことを合わせて提案。 

   ・また、「きれいな水といえば湧水」というブランドイメージを獲得し、全国からきれいな水を求

めて観光客が訪れる街となるようなブランド化を意識した提案であった。 

 

   （参考画像⑫ とまる～ん） 

 

   （参考画像⑪ 体験型イベントとの連携） 



 

 

（６）審査結果 

  ①優勝チーム：チームＢ 

  ②準優勝：チームＣ 

  ③ウフル賞：チームＡ 

  

 

（７）審査員コメント及び総評 

①鹿児島大学 南九州・南西諸島域イノベーションセンター 井立田剛センター長（代理） 

 ・チームＡはとても実現性の高い提案であった。もうひと声あれば、というところであった。 

 ・チームＣはビジュアル的に内容的にもレベルの高い提案であった。水の上に泊まるというところ

で実現性については考える必要がある。 

 ・チームＢは欠航したリスクなどに着目されるなど特色があり高評価であった。 

 

②（公社）鹿児島県観光連盟 倉野満 専務理事  

 ・チームワークという観点で評価をした。ぜひ今後も現在のチームでの活動を続けていただき、鹿

児島県内の別の地域でも活躍いただきたい。 

 ・今回は地元の方も刺激を受けたと思う。観光連盟の使命でもあるが、こういった観光に関する課

題についても検討していきたい。 

 

③（公財）かごしま産業支援センター 木場信人 理事長 

   ・チームＡは地域おこしである。どうやって地元の協力を得るのか、その観点があり、さらにオー

バーツーリズムの観点など、他のチームでは検討していないことを検討していたことを高く評

価できる。 

   ・チームＢについて、統一プラットフォームの素晴らしい提案であった。食べるものもおいしいの

でぜひプラットフォームに加えてほしい。 

   ・チームＣは非常にユニークな提案であった。これを経済効果にどうつなげていくのか、町の方も



含めて一緒に検討していただければありがたい。 

④（一社）鹿児島県情報サービス産業協会 久永忠範 会長 

   ・デジタルと観光でいろいろな深堀ができることがわかりとてもありがたい。今日お聞きした提

案がほかにも使える地域がありそうである。 

   ・チームＡについては本システムでデータを活用して観光施策を考えることができることを高く

評価している。魅力ある観光資源をどう他の地域に知ってもらうのか、伝えていくことの課題に

ついても解決を検討していただきたい。 

   ・チームＢについては、甑島特有の課題について深堀を行い、観光客がうれしい提案をいただいて

いる。 

   ・チームＣについては、デザイン性が高く特色ある提案であった。課題であるのは実現性のところ

かと思う。 

   ・審査会は各チームとも接戦であり、甲乙つけがたいところがあった。点差があるように見える

が、本当にすべての提案が素晴らしかった。ぜひ今後もこういったアイデアソン、ハッカソンを

県内各地で開催することを検討していただきたい。 

 

（８）優勝・準優勝チームコメント 

  ①優勝チーム（チームＢ） 

   ・県外の方からの視点がとても勉強になった。市内にいると気づかない点も多かった。 

   ・甑島は自然と人と食という観光の３大要素が飛びぬけている。新しく発信してプラットフォー

ムを整備すれば海外からも人が呼べるだろう。 

   ・化石がすぐそこかしら出てくることなど大きな観光コンテンツである。こういったところを押

せば冬場の観光客誘致につながる。 

   ・チーム員の個性がよくかみ合った。素晴らしいチームであった。 

   （薩摩川内市コメント） 

   ・何か一つでもアイデアをもらえたらという気持ちで参加していた。一つどころではなく、行政マ

ンが市役所で考えているだけでは思いつかないアイデアを考えていただき勉強となった。アイ

デアで終わらないよう、実現に向けて動いていきたい。 

 

  ②準優勝チーム（チームＣ） 

   ・このような機会をいただいたことがありがたく、さらに素晴らしいチーム員にも恵まれて感謝

している。結果は残念であったが、多くの方と知り合うことができた。感謝している。 

   （湧水町コメント） 

   ・良いアドバイスができなかったことが心残りである。次の機会がもしあればもっとよい支援が

できるようにしたい。湧水町に目を向けていただいたこと自体がとてもありがたかった。今回の

結果を持ち帰らせていただきたい。 

   

  ③ウフル賞チーム（チームＡ） 

   ・結果は残念ではあるが、出水市の素晴らしさが伝わったのであればよかった。近いうちに出水市



に足を運んでいただければ嬉しい。 

   （出水市（観光協会）コメント） 

   ・結果は残念でしたが、チーム出水の方々は初めて出水市を訪れた方で構成されており、毎日遅く

まで検討いただいた。今回の提案についてとても感謝している。今後の活用については出水市と

観光協会で次の施策に生かしていきたい。 

（写真⑧ 優勝チームＢ） 

 

 

６．閉会後の動き 

・成果発表会後も検討を続け、鹿児島県ＩＣＴｅｌ大賞に応募するチームもいる状況（12 月 7 日提出

締め切り）。 

・３市町からは動画の提出を求められており、首長への報告や今後の予算要求にいかしていくことが

報告されている状況。 

 （写真⑨ チームＣ ＩＣＴｅｌ賞提出の打ち合わせの様子） 

 

以上 


